
倦怠と悲しみ

一一一トマス ・アクイナスの a cedia について一一

松 根 伸 治

トマスにおける acedia という概念を翻訳するのに， しばしば “s loth" や

「怠惰」という語があてられるが， この訳語ではその内容のごく一面しか示す

ことはできない. 英語の s l othは「のろのろしている様子， ものぐさ， 怠惰j

の意味で， 木にぶら下がって一 日中動かないナマケモノのイメージにつながる.

しかし実際には， s lothや怠惰のような言葉でふつう私たちが考える内容とは

かなり異なる要素が， この概念には含まれており， その多義性をただひとつの

訳語で示すことは難しい九 トマスが aced ia という語で考察しようとした複雑

な人間のあり方を端的に表すことのできる適切な語を， 私たちはもっていない

のである.

アケーディアの多面性は， 内実の複雑さに加えて， この語がたどってきた歴

史的ないきさつの反映でもある. そこで論文前半ではまず， 歴史的な事情を必

要な限りで見ておきたい. このアイディアがキリスト教思想の中で重要な役割

を与えられ始めた端緒と， いわゆる「七つの大罪jをめぐる概念史をごく簡単

に整理する. 後半では， そのような歴史的背景が トマスの議論にどのように生

きているかを確認し， さらに， 卜マスが論じている aced ia の中核の意味を明

らかにすることをめざす.

l 砂漠の倦怠

四世紀の修道士エヴアグリオス ・ポンテイコス(345 頃�399)は， エジプ

トの砂漠の隠者たちを襲う想念(λoγtσμoi)を八つあげ， それぞれの特徴や

対処法を論じている. そのひとつとしてá"η釘αがあげられている. このギリ
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シャ語の原義は not car ing I気にかけない， 無関心」だが， ここでは独特の意

味をもたされている. 以下に当該テキストを要約してみよう2)一一アケーデ

ィアは最も暑い昼頃修道士たちを襲う「白昼の悪魔J(P s .91・6)である. この

想念にとりつかれると， 一日を非常に長く退屈に感じ色々なことが気になって，

本来の仕事や祈りに落ち着いて専念できなくなる. また， この場所には誰も自

分を慰めてくれる人はいないとか， 自分にはもっとふさわしい居場所があるの

ではないかという気持ちがわいてくる. 悪魔はこのような邪念を武器にして，

禁欲生活のつらさに日を向けさせ， 修道生活に対する疑問や疎ましさを抱かせ

る……. このような記述に沿って考えると， ここで エヴアグリオスの言う

àIC77δ印とは， 退屈， 憂欝， 落胆， 倦怠， 無気力， 疎外感などを含んだ， 修道

士に特有の心の状態である3)

エヴアグリオスの弟子， ヨハネス・カッシアヌス(360 頃�430 頃)は， エ

ジプトでの修道生活の体験を生かして， 砂漠の修道戒律や東方の霊 性をラテン

世界に伝えた教父だが， 彼の著作は西洋中世におけるacediaの議論にも決定

的な影響を与えた. トマス ・アクイナスはカッシアヌスの『師父たちとの問答

集Collationes 'jを定期的に読む習慣があって， これは生涯続いたと言う九も

うひとつの広く読まれた書物『共住修道者たちの規則De institutis coenobio­

rum'jで， 彼は次のように言う.

私たちにとって第六の戦いは， ギリシャ人が「アケーディアJ と呼ぶもの

である. それを私たちは「心の億劫さあるいは苦悩」と呼ぶことができる.

これは悲しみの親戚で， 隠修士たちには多く体験され， 砂漠で共住する

人々にとっては非常にやっかいな， 頻繁に襲ってくる敵である. これは六

時課(=正午〕頃に最も修道士の心をかき乱す. あらかじめ決まった時間

に出るある種の熱のように， いつもの決まった時間に， その衝動の最も熱

い火を病んだ魂に押しつける5)

二つの点に注目したい. ひとつは. acediaはあくまでも修道生活を営む
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人々の問題として説明されているということ. もうひとつは， それが間歓性の

熱という比喰で語られていることである. エヴアグリオスの「悪魔Jにせよ，

カツシアヌスの「熱病」にせよ， それは人をいわば外部から襲う敵のイメージ

で描かれている.

2 悪徳のカタログ

このような acedia という現象が， 常にその枠組 みの中で論じられてきた，

いわゆる「七つの大罪」について， 次に見ておくことにしよう. 罪や悪徳を

次々に数えあげる「悪徳表Las terkatalog， catalogue of v i ces Jは新約聖書，

特にパウロ書簡にすでに見られるが， 後の時代の七つの大罪の直接の原型にな

ったのは， エヴアグリオス ・ポンテイコスの記述だと考えられる6) しかしす

でにふれたように， エヴアグリオスは八つの想念について語っていたのだった.

どのようにして八が七になったかといういきさつについて簡単に整理しておく.

エヴアグリオスは， 悪しき想念には八つあるとしたうえで， I最初は， 次に，

第三， 第四・--Jとはっきり順序 をつけて次のものをあげる九 [1 ] γασ叩レ

μαργiα貧食， [2 ]πoρレeiα淫蕩， [3 ] φιλαργuρ臼 強欲あるいは金銭欲，

[ 4 ] λψm悲 し み， [5 ] óρ同怒り， [6 ] 批ηδiα倦 怠， [7 ] lCeνoδo�iα虚

栄， [8 JψπEρηφαレ印高慢.

同様にカッシアヌスは， 八つの主要な悪徳(prin c ipal ia v itia)として以下

を列挙しているへ [1 ] gas trimargia=gulae con cupis centia， ventris ing lu­

v ies ， [ 2  ] forn i catio， [3 ] f i largyria = avaritia， amor pe cun iae ，  [4 ] ira， 

[ 5 ] tris titia， [6 ] aced ia二anxie tas s ive  taed ium cord is ，  [7 ] cenodox­

ia=vana seu inan is gloria， [8 ] s uperbia. 名称も順序もエヴアグリオ

スを踏襲していることがわかる(四番目と五番目が入れ換わっている以外はま

ったく同じである). ギリシャ語のtXlCη釘αはそのまま音写されて ラテン語

acedia になった.

このようなリストをカツシアヌスが書き記したのはおよそ 420年から 30年

頃だったと考えられる的. それから約 150年がたって， もう一人西方の acedia
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概念の歴史に欠かせない人物が現れる. ローマ教皇グレゴリウス一世(540 頃

�604)である. 大グレゴリウスの悪徳表はこうである.

すべての悪の根は高慢である. それについて聖書の証言では， Iすべての

罪のはじめは高慢であるJ(Ec c l i. 10: 15)と言われている. そしてこの有

毒な根から， その最初の子供たちが七つの主要な悪徳として生み出される.

すなわち， 虚栄， 嫉妬， 怒り， 悲嘆， 強欲， 腹の貧食， 淫蕩がそれであ

る10)

リストを確認すると， [1 ] i nan i s  g loria， [2 ] i nvidia， [3 ] i ra， [4 ] 

t ri stitia， [5 ] avarit ia， [6 ] v entri s in glu vi es ，  [7 ] luxu riaである. これ

をカッシアヌスと比べたときに目につく違いは， まず八つが七つに減ったこと

である. カツシアヌスが最後にあげていた superbia(高慢)をグレゴリウスは

「すべての悪の根jとして， いわば別格扱いし一覧か ら外した. そして，

i nvidia (嫉妬)が加えられ， acediaがなくなったことで， 結果的に項目の数

は七つになった. 並べる順序で目立つのは， 食食， 淫蕩の二つがリストの最初

から最後へ来たことである. グレゴリウスの順序には， 精神的なものほど前へ，

身体的・物質的な悪徳は後ろへという特徴が観察できる.

acediaがリス トから除かれた理由を考えてみよう. エヴアグリオスと カッ

シアヌスのacediaには， 砂漠の真昼の暑さという気候条件と， 孤独にひとり

祈る隠修士の生活がもたらす独特の気分がただよっていた. おそらくグレゴリ

ウスはこれをそのままラテン世界へ持ち込むことを薦賭したのだと思われるll)

あるいは， 類似した特徴をもっtrist it iaとac ediaの二つを， ラテン語として

より一般的なtristitiaという呼び名に一本化し整理したと言えるかもしれない.

トマス・アクイナスは， カッシアヌスと大グレゴリウスに力日えて， イシドル

ス， ダマスケヌスなど， 様々な伝統的典拠を整理しながら， acediaについて

体系的に考察している1へ カッシアヌスやグレゴリウスが使っていた “pri n-
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ci palia vitia" という呼び名は， トマスでは “vitia capitalia" と言われてい

る1九capitale は「頭となって他のものを導くJ I他の悪徳がそこから生じて

くるJI罪や悪徳にきっかけや動機づけを与えるjという意味あいで使われて

いるので， 他の罪の源という意味で「根源的悪徳J I罪源」などの訳語がトマ

スの用語法の内実にかなっていると思われる.

さて， トマスは罪源を列挙するときには明らかに， 上で見たグレゴリウスの

用語と順序に従っている. しかしよく読むと， 異論や導入部ではこのようなリ

ストを掲げていながら， 実際に本文ではtri stitiaではなくacediaという語で

ことがらが論じられている点には注目すべきである凶. トマスはグレゴリウス

の悪徳表は尊重しながらも， 自分自身は， 罪源のひとつを示す用語としてtris­

titiaではなくacediaを最終的には優先させている. r悪についてJ第 9問から

15問で七つの罪源を順にとりあげて論じる場面で， 問題のタイトルにtristitia

ではなくacediaが採用されている事実もこれを裏づける. グレゴリウスがい

ったんリストから削除したacediaを トマスは復活させたわけである. r悪につ

いて』での用語と順序を， トマス自身が最も好むものだと考えることができる

としたら， トマスの罪源のリストは以下のようになる15). [1] inanis gloria 

虚栄. [2 ] in vidia嫉妬. [3]  acedia倦怠. [4 ] ira怒り. [ 5  ] avaritia強

欲. [6 J gu la貧食. [ 7  ] luxuria淫蕩. 一一グレゴリウスとの違いは. tri s­

titiaの代わりにacediaがエントリーし， その順序もひとつ上がっていること

である.

以上， 七つ(あるいは八つ)の罪源の一覧の変化を， エヴアグリオス， カツ

シアヌス， グレゴリウス， トマスの四人に即して早足で見てきたが， 本来， よ

り厳密で豊かな概念史を描くためには. 4 世紀から 13世紀の他の様々な思想

家たちについて比較・考察する必要がある. だがここではこれ以上細かな歴史

的考証には立ち入らないことにしたい. この主題をめぐっていくらかの荷余曲

折があったことと， トマスのリス トにはacediaが含まれていると言えること

を確認しておくことで今は満足し， 次に， トマスの議論の内容に焦点を絞るこ
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とにしよう16)

3 卜マスの議論: acediaの多面性

トマスが論じているacediaの特徴は， 三つの側面に分けて考えることがで

きる. ただしこの区分は， 概念の内実をよりよく理解するために便宜上私が立

てたものであり， トマス自身がこのような分類をしているわけではない.

[ 1 ] 身体的労苦の忌避・怠惰

トマスによれば. í倦怠とは， 身体的労苦のゆえに人に霊的な活動を怠るよ

うにさせる， 一種の悲しみである. J17) í倦怠には， 人が労苦のゆえに霊的善を

得ることを拒絶するという怠慢が属する. J18) 

ある精神的な善を獲得する過程に身体的な労苦がともなうことがあるが， そ

ういう負担を避けようとして， 本来目標とするべき善への否定的な感情が生ま

れる. さらに， そういう善をなかば意識的に怠る場合もあるだろう. この意味

でacediaは「怠惰， 怠けjと見なされ， 苦労をいとわず働く「勤勉jに反す

る悪徳という要素が強い. 冒頭で述べたように， 私たちがふつう「怠惰jや

“s loth" という訳語ですぐに連想するのはこのような特質である. 仏教用語を

借りて「悌怠」と訳してみても， これは精進の反意語であろうから， 事情はあ

まり変わらない.

中世以降の倫理思想にもacediaという名称は残ったし， それを大きな悪徳

ととらえる流れは近世以後も続いている. そしてそういう思想を反映した文学

作品や絵画でも， この悪徳を具象化することは頻繁におこなわれてきたlへだ

がそのような表現の多くは. í勤勉」や「労働jの反意語としての「怠惰」と

いう側面にかたよったものであるように見える. たとえばヒエロニムス・ボス

の描く， 手を懐へ入れまどろむ人物を， 私たちは普通， 退屈そうにしている怠

け者だと受け取るだろう. しかし， すぐに述べるように， これはacediaのご

く限られた一面にすぎないのであって， このような観点だけを中心にした見方

は， 現象の外面あるいは表層だけをとらえた媛小化である.
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[ 2 ] 欝・無気力・麻薄

上の「怠J惰jとは一線を画すと思われる， aced iaの第二の側面がある. í倦

怠は〔……)何もおこなう気がしなくなるほど人間の精神を意気消沈させる.

〔……〕倦怠とは行動することへのある種の億劫さを意味する. J叫「倦怠は霊

を落ち込ませるある種の悲しみである. J21) í倦怠とは善いことを始めるのを怠

る精神の麻輝である. J22) 

トマスは， ダマスケヌスの「重くのしかかる悲しみtrist it iaaggravansj23) 

というaced iaの規定から， ある種の気密を表す特徴を引き出してくる. さら

にそれが重症になると体を動かせないほどになると言われている24) 倦怠にと

らわれた人の様子が一種の病的な状態として説明されており， カッシアヌスの

言う「熱病」を連想させる. aced iaのもつこのような側面は， 現代ならおそ

らく， 様々な名称のもとに分類される「心の病Jとして析出されることになる

のではないかと思う. この側面を誇張すれば， 倦怠は道徳の問題というよりむ

しろ医療の守備範囲だということになるかもしれない. したがって， すでに述

べたのと似た事態がここでも生じていると言ってよい. すなわち， もともとト

マスや中世の神学者たちがaced iaという語で呼び， 考察しようとした人間の

あり方の一部分だけを， 病気というかたちで抽出あるいはデフォルメする見方

に私たちは慣れてしまっている.

「怠けているのではなくて心の病気なのだjという言い方も， í病気ではな

くて怠けているだけだ」という言い方も， どちらもしばしば耳にする. しかし，

そのような明確な境界線が引けないような心(と体)の状態をむしろ考察の対

象にするような問題意識が， 倦怠を悪徳あるいは罪として論じる場面にはあっ

たのではないか. トマスの考察では， 先に見た怠惰の要素と， 今の気欝の側面

とは分かちがたく結びついている. それが一方では， 労働や勤勉に反する「怠

け」として， 他方は「病気」として強調されることによって， acediaの特徴

それぞれの結びつきが見失われ， その多面性が平板化されてしまった， という

歴史的経緯があると考えられる. そしてさらに重要なのは， 上で述べた二つの

側面はaced iaの日につきやすい特徴であることはたしかだが， 実は次に見る
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ように， トマスにとって本質的な説明ではないということである.

[ 3J 神的善に対する悲しみ

そもそも第一の特徴として取り出した倦怠の特徴は， この悪徳に特有のもの

とは言えない. 実際トマスは次のように言っている.

骨が折れるとか身体に不快だとか， 自分の快を妨げるとかそういう理由で

霊的善を避けるという側面からは， 倦怠を特定の種の悪徳だと言うことは

できない. なぜなら， こういう点では倦怠を他の肉的な悪徳から区別でき

ないからである. 人は肉的悪徳によって身体の休息と快楽をそもそも求め

るものである25)

そして第二にあげた無気力や気欝は， 悪徳そのものというよりも， そこから

結果的に生じてくる心理状態あるいは身体的状態として位置づけることができ

る. それでは， 何が倦怠という悪徳の輪郭を明確にするかと言えば， トマスに

よるとそれは「神の善」から自分を退けるということである. I倦怠は任意の

霊的善から精神が退くことではなく， 精神が本来は必然的に固着するべき神的

善から退くことである.j26) I愛徳が喜ぶ神的善を悲しむことは特定の種の悪徳

に属し， これが倦怠と呼ばれる.j27)

ここで倦怠は， 対神徳であるカリタスに反する悪徳という， トマスの理論の

中では核心の意義を与えられる. しかしこの点が， トマスのaced ia概念を理

解するときに， しばしば見過ごされているのである28) トマスによれば， 倦怠

による過度の気欝のせいで， 霊的な善や至福を自分には到達可能なものとはも

はや見なせなくなったときに， I絶望des pe ratioJ が生じる29) 倦怠と絶望の

このようなつながりを考えると， 倦怠が「罪源J のひとつに数えられているこ

と， すなわち， 倦怠という悪徳が他の様々な危険な悪徳を生み出す源になると

されていることに納得がいく3へ この点を少し違う観点から考えてみよう.

あらゆる罪には個別的な選択に関する何らかの無知や誤りがともなっていると
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いうのが トマスの見解だが， それはかならず意志的な(したがって最終的には

当人が責任を負うべき)怠りと結びついている3九 さらにそのような怠りがな

ぜ生じるのかをたどっていけば， そこには精神的な善に対するある種の無関心

ないし冷淡さが見出されると思われる3へ このような， 精神的価値の否定こそ，

倦怠を罪源として考えるときに最も重要な側面である.

さらに， 次のテキス トには トマスの倦怠のとらえ方がよく表れている.

倦宮、は安息日を聖とする規定に反している. この規定では， それが道徳上

の規定である限りにおいて， 神において精神が憩うことが命じられている

のだが， 神的善に対する精神の悲しみはこれに反しているからである33)

トマスは ダマスケヌスにならって， ac e diaを「悲しみの種s p e c i es tris­

t it iae Jのひとつに位置づける34) 倦怠が「悲しみ」と規定されるのは， それ

が愛の「喜び」に対立しているからである. すなわち倦怠とは， 自分を超えた

善を享受しJ心から喜ぶことができない状態， 喜びのうちに心が解放され憩うこ

とのできない状態である. I怠惰， 怠け」といった側面， あるいは「無気力，

麻庫jのような特質では， 上のテキス トの真意は十分には理解できない. ヨゼ

ブ・ ピーパーはこの点を指摘して， 次のように言っている. I中世の人生観で

言われる「怠惰Jac e diaに対立する概念は， せっせと日々の生業にいそしむ

「労働精神jではありません. むしろ， 人聞が元気良く自己の本質， 世界全体，

そして神を肯定し， それらと一致すること， つまり「愛」が「怠惰」の対立概

念です. J間

以上のようなac e diaの説明は， エヴアグリオスや カッシアヌスとは力点が

違っており， トマスに特徴的なものと言える. このような考え方に沿って， 倦

怠の本質を「精神的な善に対する無関心J I精神的価値の否定」 これらは

字句通りには トマス自身の表現ではないがーーと考えることができるなら， そ

れは砂漠の修道士たちだけを襲う特殊な煩悩ではなく， 私たちみなが彼らと共

有しているきわめてアクチュアルな問題だということになるだろう. 日常的な



10 中世思想研究 48号

言葉ではこれを「やるせなさJrむなしさ」と表現できるかもしれないが， 繰

り返せば， それは単なる怠け癖といったものとも違うし， 欝屈した一時的な気

分とも違う. そのような現象的側面をたしかに倦怠はそなえてはいるが， それ

ら諸要素の淵源にあり， この悪徳の多面的あり方の中心に存するのは， 人間の

もっと内奥に巣くう空虚とでも言うべき， 純粋な喜びに反発する「悲しみjで

ある. この意味で倦怠は深刻な悪徳なのである36)

結

七つの大罪のリストを見直して， トマスの議論の歴史的な位置づけを確認し

ておこう. 大グレゴリウスが主要な悪徳のー貰から一度は除いたac e diaを，

トマスが罪源の呼び名として再び採用したことによって， これを最初に詳しく

考察した東方修道制の伝統の記憶が， ラテン世界でもとぎれずに存続すること

になった. そしてその核心に， 神的善に対する悲しみという意味あいが与えら

れることで， tr ist it iaというグレゴリウスの用語法も面目を保つ結果になった

と言える. もともとエヴアグリオスとカツシアヌスでは別々の項目としてあげ

られていた「倦怠álC1Jδ臼， ace diaJ と「悲しみ λψπη， tr ist it iaJ は， 以上の

ように， トマスでは密接に結びついたものとして論じられ， 両方が生かされて

いる37)

このように， トマスの倦怠の説明は様々な歴史的源泉を含んで、いるが， それ

らの単なる折衷ではなく， 独自の内容と意義をそなえている. とりわけ， 第三

の側面として論じた「神的善に対する悲しみ， 愛の喜びとの対立J という要素

がトマスの考察の中核にあることはもう一度強調しておく価値があるだろう.

まずトマスの議論の特徴としてこの点を見落としてはならないし， さらには，

私たち自身のアケーディアを考えるうえでもそのような視点は示唆的である3へ

ーーただし， 本稿ではあえて三つの側面への分節化を試みたが， トマスの説明

では， 第三の視点を中心にしながらも， 前二者の要素(怠惰と気穆)が緊密に

結びついた， 多様な欠落を含んだ人間の状態がace diaという一語に込められ

て論じられていることをあらためて確認しておきたい. したがって， やはり最
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後まで， この語を端的に表現する適訳はなく， 表題に掲げた「倦怠と悲しみ」

は苦肉の策である.

*この論文は第54 回中世哲学会(2005/10/29， 於ノートル ダム清心女子大学)

での研究発表にもとづいています. 発表と論文執筆にあたって貴重な教示や

忠告を賜った多くの方々に感謝申しあげます.
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